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№14 平成18年7月号 

飯牟礼小児童とＡＬＴのマリア
さんらが、茶摘みから乾燥までの
一連のお茶づくりを体験。慣れな
い手つきながら真剣な表情で取り
組む姿は職人さんみたいでした。

（６/20 伊集院地域）

今月の
表 紙

わ
が
地
域 

荻
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

歴
史
文
化
の
継
承
と
地
域
の
和
を
大
切
に 

▲ 青壮年部による庭狂言（後山）

▲ 貴重な二連式アーチ型石橋「荻前田橋」
（昭和６年竣工、長さ21.6m、幅5.4m）

荻
自
治
会
は
、
東
市
来
地
域
の

北
東
部
、
東
市
来
支
所
か
ら
東
に

約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、

百
四
十
八
世
帯
、
三
百
七
十
一
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

地
域
内
に
は
、
上
市
来
小
・
中

学
校
を
有
し
、
地
域
を
東
西
に
流

れ
る
大
里
川
に
は
、
市
指
定
有
形

文
化
財
の
二
連
式
ア
ー
チ
型
の
石

橋
「
荻
前
田
橋
」
が
残
る
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
穏
や
か
な
地
域
で

す
。

お
ぎ 人 

年 

口
減
少
の
歯
止
め
と
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
、旧
東
市
来

町
で
は
、若
者
定
住
促
進
策
と
し
て

町
土
地
開
発
公
社
と
連
携
し
、ミ
ニ

団
地
建
設
に
取
組
み
ま
し
た
。平
成

七
年
に
上
市
来
ハ
イ
ツ（
十
三
区
画
）、

平
成
十
二
年
に
は
エ
ス
テ
ー
ト
宮
内

（
六
区
画
）が
分
譲
さ
れ
、地
域
内
外

か
ら
の
定
住
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
、
荻
子
ど
も
会
の
小
中
学
生

は
四
十
一
人
で
、
上
市
来
校
区
内
で

一
番
子
ど
も
の
多
い
自
治
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
は
、
元
旦
の

拝
賀
式
や
棒
踊
り
、
運
動
会
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の
自
治
会

行
事
と
合
わ
せ
、
地
域
内
交
流
が
活

発
に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

間
を
通
し
て
地
域
活
動
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
「
青
壮
年
部
」
で
す
。
特
に
、

毎
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
伊
勢
神
社

奉
納
棒
踊
り
（
庭
狂
言
〔
後
山
〕
の

復
活
）
や
東
市
来
地
域
運
動
会
で
の

自
治
会
対
抗
二
年
連
続
優
勝
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
協
力
体

制
を
築
く
青
壮
年
部
の
ヤ
ル
気
パ
ワ
ー

に
感
激
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
長
寿
会
」

に
よ
る
環
境
美
化
活
動
や
「
婦
人
会
」

に
よ
る
敬
老
訪
問
な
ど
地
域
自
治
会

活
動
に
積
極
的
に
参
加
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

域
全
体
が
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
和

気
あ
い
あ
い
と
声
を
掛
け
合
え
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も

自
治
会
の
皆
さ
ん
が
、「
和
」
を
大

切
に
し
、
健
康
で
明
る
く
生
活
で
き

る
地
域
を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

地 

会長　馬場 耕一さん 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,977人（△26） 

　　男 24,778人（△12） 

　　女 28,199人（△14） 

世帯数 22,309（△11） 
7月1日現在（　）は前月比 

〝
和
〞を
発
揮
し
た
地
域
運
動
会

▲

先
月
、
梅
雨
の
晴
れ
間
に
わ
が
家

の
貴
重
な
一
枚
田
の
田
植
え
を
し
ま

し
た
。
田
植
え
と
い
っ
て
も
、
手
植

え
で
な
く
乗
用
田
植
機
で
、
で
す
。

機
械
化
で
本
当
に
楽
で
便
利
に
な
り
、

捕
植
も
田
の
四
隅
だ
け
で
終
わ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
十
月
ま

で
用
水
や
除
草
な
ど
の
大
切
な
管
理

作
業
が
待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
管
理

が
一
番
大
変
で
す
よ
ね
。
管
理
人
（
父

で
す
。）
さ
ん
後
は
よ
ろ
し
く
。
▼
広

報
で
は
、
先
月
号
か
ら
市
行
政
改
革

の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
本

市
の
財
政
状
況
は
全
国
の
自
治
体
と

同
様
に
厳
し
い
現
状
で
す
。
足
腰
の

強
い
体
力
の
あ
る
財
政
基
盤
を
つ
く

る
た
め
、
今
後
、
総
合
計
画
を
基
本

に
財
政
健
全
化
へ
の
取
組
み
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
▼
そ
の
一
つ
と
し
て
、

九
月
か
ら
二
十
二
の
市
施
設
で
管
理

運
営
が
指
定
管
理
者
へ
と
移
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
財
政
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
運
営
面
な
ど

管
理
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
万
全
に
し
た

い
も
の
で
す
。

編

集
た
い
む
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市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平

成
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
、

五
十
五
の
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
集
中
改

革
を
実
施
し
、
平
成
十
七
年
度
の
当

初
予
算
額
と
比
較
し
て
、
そ
の
効
果

目
標
額
は
概
ね
五
十
億
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

市
行
政
改
革
大
綱
の
項
目
ご
と
の

改
革
プ
ラ
ン
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〔
プ
ラ
ン
件
数
／
五
年
間
の
効
果
目

標
額
〕

※
１ 
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」 

P
rivate

Finance
Initiative

の
略
。

民
間
資
金
主
導
型
の
手
法
で
あ
り
、従

来
公
共
部
門
が
提
供
し
て
い
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
民
間
主
導
で
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、設
計（design
）、建
設（build

）、

維
持
管
理
・
運
営（operate
）に
民
間
の

資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、効
率
的

か
つ
効
果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
図
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

※
２ 

「
地
方
独
立
行
政
法
人 

」 

地
方
公
共
団
体
が
直
接
行
っ
て
い
る

事
務
事
業
の
う
ち
一
定
の
も
の
（
試
験

研
究
、
大
学
の
設
置
・
管
理
、
公
営
企

業
に
相
当
す
る
事
業
の
経
営
、
社
会
福

祉
事
業
の
経
営
等
）
に
つ
い
て
、
地
方

公
共
団
体
と
は
別
の
法
人
格
を
有
す
る

法
人
を
設
立
し
て
、
よ
り
独
立
性
を
強

め
た
形
で
自
律
的
、
弾
力
的
な
運
営
を

行
わ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
業

務
の
効
率
性
や
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

※
３ 

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」 

N
onprofit

O
rganization

の
略
。

民
間
非
営
利
組
織
の
こ
と
で
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
公
益
的
な
市
民
活
動
等

を
行
う
組
織
、
団
体
。

※
４ 

「
電
子
自
治
体
」 

自
治
体
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
のIT

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
、
住
民

の
利
便
性
・
満
足
度
の
向
上
、
行
政
運

営
の
効
率
化
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
の

取
組
み
を
言
い
ま
す
。

①
組
織
・
機
構
の
改
善 

〔
９
件
／
―
〕

現
体
制
で
は
事
務
の
重
複
や
効

率
性
の
面
で
問
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
効
率
的
で
迅
速
な
行
政

を
進
め
る
た
め
に
、
本
庁
と
支
所

の
役
割
を
見
極
め
な
が
ら
、
部
課

等
の
統
廃
合
を
は
じ
め
支
所
業
務

の
整
理
統
合
を
進
め
ま
す
。

②
補
助
金
等
の
見
直
し 

〔
５
件
／
14
億
７
８
０
万
円
〕

新
た
に
本
市
で
取
組
ん
で
い
く

べ
き
事
務
は
、
今
後
、
国
・
県
か

ら
の
権
限
委
譲
な
ど
で
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
の
統
合

や
廃
止
を
含
め
て
合
理
的
に
行
い

ま
す
。
特
に
、
補
助
金
等
（
補
助

金
、
負
担
金
お
よ
び
交
付
金
）
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
、

効
果
、
市
民
の
要
求
度
等
を
考
慮

し
大
胆
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

①
定
員
管
理
の
適
正
化 

〔
３
件
／
６
億
１
、７
４
５
万
円
〕

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
毎
年

の
定
年
退
職
者
数
と
新
規
採
用
者

数
を
定
員
適
正
化
計
画
の
中
で
明

ら
か
に
し
な
が
ら
定
員
管
理
を
行

う
と
と
も
に
、
組
織
機
構
の
見
直

し
や
市
民
・
企
業
等
の
参
画
制
度

の
導
入
等
並
び
に
職
員
の
資
質
向

上
に
よ
り
、
五
年
間
で
合
併
時
に

比
べ
職
員
数
十
五
％
（
約
八
十
人
）

程
度
の
削
減
を
行
い
ま
す
。

②
給
与
等
の
適
正
化 

〔
３
件
／
５
２
７
万
円
〕

給
与
に
つ
い
て
は
、
財
政
事
情
、

地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
厳
し
い
環

境
を
踏
ま
え
、
職
務
と
能
力
に
応

じ
た
適
切
な
処
遇
を
図
る
と
と
も

に
、
引
続
き
、
国
県
お
よ
び
他
市

町
村
と
の
均
衡
並
び
に
民
間
の
動

向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
諸
手
当
と
と

も
に
適
時
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

③
福
利
厚
生
事
業
の
見
直
し 

〔
１
件
／
―
〕

職
員
の
福
利
厚
生
施
策
の
効
果

的
・
効
率
的
な
実
施
を
図
る
た
め
、

事
業
範
囲
の
明
確
化
を
図
り
、
市

が
使
用
者
と
し
て
の
責
任
を
十
分

に
果
た
し
て
い
け
る
施
策
に
見
直

し
て
い
き
ま
す
。

①
財
政
の
健
全
化 

〔
11
件
／
３
億
７
、３
２
１
万
円
〕

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
現
実

を
注
視
し
た
歳
入
確
保
と
歳
出
抑

制
を
盛
り
込
ん
だ
中
・
長
期
的
な

財
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

歳
入
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
税
の

確
保
並
び
に
使
用
料
お
よ
び
手
数

料
の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。
歳
出
抑

制
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
等
の
見

直
し
並
び
に
定
員
管
理
お
よ
び
給

与
等
の
適
正
化
や
、
職
員
の
コ
ス

ト
意
識
の
堅
持
な
ど
、
徹
底
し
た

経
費
の
節
減
に
取
組
み
ま
す
。

②
公
共
工
事 

〔
２
件
／
25
億
９
、７
０
０
万
円
〕

公
共
工
事
に
つ
い
て
は
、
効
率

的
で
透
明
性
の
高
い
入
札
制
度
の

導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
戦
略
的

な
事
業
の
選
択
に
よ
る
投
資
的
経

費
等
の
削
減
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
ま
す
。

③
公
共
施
設 

〔
２
件
／
―
〕

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
特
に

重
複
す
る
施
設
の
統
廃
合
お
よ
び

新
た
な
投
資
を
避
け
る
た
め
、
地

域
資
源
で
あ
る
施
設
の
他
用
途
へ

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

④
未
利
用
土
地 

〔
２
件
／
―
〕

市
有
の
未
利
用
土
地
に
つ
い
て

は
、
処
分
を
含
め
て
活
用
を
図
り

ま
す
。

①
外
部
委
託
等
の
推
進 

〔
１
件
／
―
〕

全
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

外
部
委
託
の
可
能
性
を
検
討
し
、

着
手
可
能
な
も
の
か
ら
民
営
化
に

転
換
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
行

政
経
営
の
新
た
な
手
法
と
し
て
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
１
）
事
業
方
式
や
地

方
独
立
行
政
法
人
（
※
２
）
制
度

に
つ
い
て
は
、
そ
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用 

〔
２
件
／
２
、５
２
６
万
円
〕

公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
「
指

定
管
理
者
制
度
」
へ
の
移
行
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
直
営
管
理
と
比

較
し
な
が
ら
施
設
の
設
置
目
的
や

性
質
、
存
在
の
必
要
性
な
ど
を
検

討
し
、
同
制
度
が
必
要
な
施
設
は

本
年
９
月
か
ら
導
入
し
、
施
設
の

効
率
的
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

③
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化 

〔
１
件
／
―
〕

国
民
宿
舎
等
の
公
営
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
地
方
公
共
団
体

の
場
合
と
同
様
に
、
本
来
の
目
的

で
あ
る
公
共
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
、
そ
の
あ
る
べ
き
経
営
方
法

に
つ
い
て
、
事
業
の
外
部
委
託
も

含
め
て
検
討
し
ま
す
。

④
第
三
セ
ク
タ
ー
の
抜
本
的
見
直
し 

〔
１
件
／
―
〕

市
に
は
、
農
業
担
い
手
不
足
に

伴
う
農
作
業
受
託
や
後
継
者
育
成

の
た
め
に
農
業
公
社
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
市
域
の
拡
大
に
伴
い
、

受
託
体
制
等
事
業
内
容
に
つ
い
て

関
係
者
で
協
議
す
る
と
と
も
に
、

適
切
な
監
査
体
制
の
維
持
や
経
営

状
況
公
開
な
ど
、
更
な
る
経
営
改

革
に
取
組
み
ま
す
。

⑤
地
方
公
社
の
経
営
健
全
化 

〔
１
件
／
―
〕

市
に
は
、
鹿
児
島
県
土
地
開
発

公
社
日
置
支
社
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
公
営
企
業
と
同
様
に
、
そ
の

目
的
と
照
ら
し
な
が
ら
、
法
的
整

理
も
含
め
、
そ
の
必
要
性
を
検
討

し
、
経
営
健
全
化
に
積
極
的
に
取

組
み
ま
す
。

⑥
地
域
協
働
の
推
進 

〔
３
件
／
―
〕

指
定
管
理
者
制
度
の
他
に
、
新

た
な
公
共
空
間
を
担
う
存
在
と
し

て
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
※
３
）

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
団
体
が
あ

り
ま
す
。
市
民
自
治
の
理
念
の
も

と
、
協
働
に
よ
る
行
政
経
営
の
実

現
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
市

民
団
体
を
行
政
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
地

域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
（
例
え

ば
、
地
域
振
興
、
環
境
問
題
、
福

祉
等
）
に
対
し
、
こ
の
市
民
団
体

が
積
極
的
に
参
画
で
き
る
仕
組
み

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

〔
３
件
／
―
〕

市
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
満
足
度
向
上
の
た
め
だ
け
で
な

く
、
国
県
か
ら
の
権
限
委
譲
に
も

対
応
し
う
る
資
質
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

職
員
の
積
極
的
な
研
修
参
加
や
業

務
に
関
す
る
資
格
取
得
の
た
め
の

職
場
環
境
を
充
実
す
る
な
ど
、
人

材
育
成
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

〔
２
件
／
―
〕

電
子
自
治
体
（
※
４
）
構
築
に

向
け
て
は
、
複
雑
化
・
多
様
化
す

る
社
会
情
勢
や
市
民
の
意
思
等
を

考
慮
し
、
方
針
・
戦
略
を
定
め
、

情
報
化
推
進
体
制
や
推
進
計
画
を

策
定
し
、
効
率
的
お
よ
び
効
果
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

〔
１
件
／
―
〕

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
う
議
会

の
持
つ
住
民
代
表
機
能
お
よ
び
執

行
機
関
に
対
す
る
監
視
機
能
の
よ

り
一
層
の
発
揮
に
努
め
る
と
と
も

に
、
議
員
定
数
や
報
酬
に
対
す
る

不
断
の
検
証
と
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
職
員
数
の
削
減
に
よ
る
人

件
費
の
縮
減
や
使
用
料
・
手
数
料
、

補
助
金
等
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、

効
率
的
で
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

本
年
三
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
第
一

次
日
置
市
総
合
計
画
」
に
盛
り
込
ま

れ
た
諸
施
策
の
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

5
年
間
に
50
億
円
の
効
果
を
目
標
 

「日置市行政改革集中改革プラン」を作成 
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■
お
問
い
合
せ 

総
務
企
画
部
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

（
内
線
１
２
６
６
）

■
参
照
　
日
置
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（http://w
w
w
.city.hioki.kagoshi

m
a.jp/keikakutop.htm

）

用
語
解
説 

改
革
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す 

行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織 

��

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財

政
運
営
の
確
保 

��

定
員
管
理
お
よ
び
給
与
適

正
化
等 



地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化 

��

人
材
育
成
の
推
進 

��
電
子
自
治
体
の
推
進 

��
議
会 

��

　
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
市
民
ニ
ー
ズ
は
、
効
率
性
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
サ
ー
ビ

ス
の
速
さ
と
質
に
重
点
が
移
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

合
併
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
財
政
の
健
全
化
と
効

率
的
で
効
果
的
な
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
市
で
は
「
日
置
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
（
概
要
は
前
号
で
紹

介
）
し
、
行
財
政
改
革
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
各
部
署
が

取
り
組
む
具
体
的
な
行
動
計
画
と
し
て
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
公
表
い
た
し
ま
す
。 

・
・ 

・ 



市文化会館市文化会館 市文化会館 
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市
で
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る

た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民

間
事
業
者
の
手
法
を
活
用
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
四
月
、

七
つ
の
施
設
に
つ
い
て
公
募
を
行
い
、

応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
、
市
文
化
会

館
な
ど
六
つ
の
施
設
に
つ
い
て
五
つ

の
企
業
・
団
体
等
を
適
正
な
管
理
者

と
し
て
認
め
、
六
月
の
定
例
議
会
で

の
議
決
を
受
け
て
各
施
設
の
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

公
募
に
よ
ら
な
い
十
六
の
施
設
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
、
現
在
の
管
理
者

を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。

な
お
、
施
設
の
管
理
運
営
が
指
定

管
理
者
に
な
っ
て
も
、
施
設
の
利
用

や
申
込
方
法
な
ど
は
今
ま
で
と
同
じ

で
す
。
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

条
例
で
定
め
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
と
比
べ
て
高
く
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
が
施

設
の
管
理
運
営
を
通
じ
て
得
た
個
人

情
報
は
、
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に

よ
り
守
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
よ
り
一
層
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を

図
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
以
外
の
施

設
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ 

総
務
企
画
部
合
併
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

（
内
線
１
２
６
６
）

22
の
市
施
設
の
管
理
者
を
指
定

9月以降指定管理者により運営開始される施設一覧 

平
成
18
年
９
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

指
定
期
間
は
３
年
７
か
月
。平
成
18
年
９
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

市
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た 

について
「限度額適用・標準負担額減額認定証」とは（以下、「減額認定証」という。） 
住民税非課税世帯の老人医療受給者が入院したときに、医療機関の窓口で支払う一部負担金と
入院時の食事代を減額するための認定証です。 

■減額認定証の交付を希望する人は、受給者本人の老人医療受給者証と健康保険証、印鑑を持っ

て、最寄りの本庁・各支所へ申請してください（低所得Ⅱの方で、平成17年8月以降に91

日以上の入院をしているときは、領収証もお持ちください）。 

■老人医療の対象になる人は、昭和7年9月30日以前に生まれた人と、65歳以上で一定以上

の障害のある人です。（白色の老人医療受給者証をお持ちの方） 

※ 限額認定証の必要な方は、８月１日から申請できます。

【お問い合わせ】 
　　●本　　　庁　　健康保険課　国保老人保健係　　TEL㈹273－2111 
　　●東市来支所　　保健福祉課　国保老人保健係　　TEL㈹274－2111 
　　●日 吉 支 所　　保健福祉課　国保老人保健係　　TEL㈹292－2111 
　　●吹 上 支 所　　保健福祉課　国保老人保健係　　TEL㈹296－2111

入院の場合、世帯ごとに1ヶ月の自己負担の限度額が
設定されています。 

※減額認定証の対象者

…世帯主および世帯全員が住民税非課

税の人

…世帯主および世帯全員が住民税非課

税で、かつ各種収入等から必要経費

・控除（年金の所得は控除額を 80

万円として計算）を差し引いた所得

が０円となる世帯に属する人。

やむをえず、減額認定証の提示ができず、通常

の費用を支払ったときは、申請に基づき差額を

支給します。

●費用負担額 

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

※ 標準負担額差額支給について

一般 

低所得
Ⅱ 

低所得
Ⅰ 

入院自己負担
限度額（月額） 

40,200円 

24,600円 

過　去 
12ヶ月 
の入院
日　数 

15,000円 

食事代（1食あたり） 

260円 

210円 

160円 

90日まで
の入院 

90日を越
える入院 

100円 

区分 

通常の場合 

減額認定証を提示した場合 
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伊集院健康づくり複合施設「ゆすいん」

公衆浴場

国民保養センター及び老人休養ホーム
「江口浜荘」

森林体験交流センター「美山陶遊館」及
び美山林間広場、共同登り窯、元外相東
郷茂徳記念館及び広場等付帯施設

伊集院文化会館

東市来文化交流センター

健康交流館ゆーぷる吹上

キャンプ村

東市来総合福祉センター

伊集院老人福祉センター

日吉老人福祉センター

吹上老人福祉センター

日吉ふれあいセンター

日吉いきいきデイサービスセンター

飯牟礼児童館（伊集院）

土橋地区児童館（伊集院）

伊集院北児童館（伊集院）

妙円寺児童館（伊集院）

和田児童館（吹上）

江口蓬莱館

伊集院都市農村交流施設チェスト館

山神の郷施設

指定管理者名

日章（伊集院）

㈱有園（吹上）

㈱イシタケ（鹿児島市）

鹿児島シティエフエム㈱・
㈱アトラス共同企業体（鹿児島市）

㈱舞研（鹿児島市）

吹上支所公共施設振興管理公社

日置市社会福祉協議会

江口漁業協同組合

伊集院町都市農村交流振興協会

山神の郷管理組合

施設担当課

本庁福祉課

吹上支所市民生活課

本庁商工観光課

東市来支所地域振興課

本庁社会教育課

東市来支所社会教育課

吹上支所地域振興課

東市来支所保健福祉課

本庁福祉課

日吉支所保健福祉課

吹上支所保健福祉課

日吉支所保健福祉課

本庁福祉課

吹上支所保健福祉課

東市来支所農林水産課

本庁農林水産課

吹上支所農林水産課

施 設 名
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◆東市来地域自治会長（行政嘱託員） 

◆伊集院地域自治会長（行政嘱託員） 

桑 木 野

自治会名

尾 木 場

郷 戸

野 下

高 塚 東

高 塚 西

鉾 之 原

立 和 名

荻

北 山

上 床

田 代 東

田 代 西

梅 木

中 野

元 養 母

下 養 母

麓 上

桑木野二雄

自治会長名

野上 貞夫

桑木野光夫

中養母 工

町田 二朗

立和名徳文

鮫島 秀則

立和名太吉

馬場 耕一

福田 洋一

片平 清美

田渕 和徳

東福 泰則

梅木 征宏

永井 実満

谷山 泰洋

奥 義行

永山 喜教

274－9646

電話番号

274－9651

274－6725

274－6703

274－6625

274－9833

274－6823

274－6452

274－9512

274－9622

274－6183

274－6142

274－6550

274－6137

274－3617

274－1312

274－1362

274－2769

麓 下

自治会名

古 市

城 之 町 上

城 之 町

杉 之 迫

坂 之 上 下

美 山 上

美 山 下

牧 之 角

宮 田

大 平

皆 田 東

皆 田 西

丸 牧

上 野 東

上 野 西

向 湯 田

駅 前

永田 鐵山

自治会長名

有川 杉男

平松 利幸

元吉 克海

四元 碩朗

捉田 一

勝目 洋

尾上 豊志

橋口 悟

上宮田 繁

今田 一森

神田 暹

松尾 光裕

宮前 静哉

中村 拓郎

柳園 冨甫

山元 登

池滿 隼人

274－4653

電話番号

274－3237

274－3888

274－0667

274－4572

274－3065

274－5312

274－0523

274－4179

274－1585

274－6114

274－3882

274－1309

274－3406

274－3040

274－5755

274－0153

274－2935

中 央

自治会名

元 湯

田 之 湯

堀 内

上 伊 作 田

元 伊 作 田

中 伊 作 田

柿 之 迫

江 口

川 北

平 迫 比 良

赤 崎

鈩 口

永 山

神 之 川

南 神 之 川

國分 隆

自治会長名

高須 眞一

松島 幸吉

坂元 仁郎

谷口 正巳

米丸 哲郎

肥塚 章弘

横手 良和

神野 政士

吉田 徹

団増 満洋

中間 憲一

橘木三智夫

浜崎 千尋

永井 弘美

丸野喜士雄

274－2478

電話番号

274－4791

274－2305

274－2174

274－2629

274－1734

274－2527

274－4728

274－2257

274－5153

274－0297

274－3998

274－5854

274－4064

274－3488

274－1509

池 田

自治会名

末 永

窪 田

四 郎 園

小 原

市 来

本 平

川 畑

麓 東

天 神 馬 場

上 之 馬 場

犬 之 馬 場

元 町

向 江 町

中 央 通

駅 前

銀 天 通

出 樋

山中 利信

自治会長名

末永 義弘

丸尾 進

御領 洋志

梅田 勇徳

吉永 利男

上川 毅敏

正木 厳範

元山 和信

宮原 陸

小水流偉光

石神 三郎

中原 基雄

橋口正太郎

家村 仲五

伊藤 哲夫

家村 紀弘

岩永 啓義

273－6379

電話番号

272－2352

273－1946

272－3492

273－4775

273－6185

273－0108

273－3558

273－0700

272－3360

273－5695

272－4430

272－4484

273－3525

272－2815

273－2525

273－1650

272－2035

城 山 濱田 盛遠 272－2689

荒 瀬 賀籠六恒夫 272－4052

小 城 坂木 久光 272－2930

瀬 戸 内 渡邉 克業 272－3934

徳 重 東 酒匂 靖夫 273－2024

猪 鹿 倉 山口 徳二 272－5737

清 藤

自治会名

郡 上

郡 内

宮 脇

中 福 良

平 古

郡 下

大 田 上

大 田 中

大 田 下

久 木 野 々

飯 牟 礼 下

腰

善 福

飯 牟 礼 上

飯 牟 礼 中

古 城

恋 之 原

満留 純義

自治会長名

瀬戸山 弘

白坂 正則

内 恭一郎

奥 祐義

元吉 正人

林田 榮次

外園 清則

入船 武久

伊集院 勲

今村 福治

上之園 章

重信 忠身

益満 安博

宮川 善徳

榎園 道治

片板美津男

宮園 信夫

273－3749

電話番号

273－1583

273－3743

273－3030

273－1516

272－4019

273－1801

272－4578

273－1526

273－1034

273－6567

273－5253

273－6772

273－4238

273－3924

273－6824

273－5993

273－6454

下 土 橋 高山 武志 273－2488

上 土 橋 尾堂 義彦 273－9638

中 川 山下 正見 273－9803

竹 之 山 脇 純範 273－9435

麦 生 田 下 本村 一男 273－2494

麦 生 田 中 藤松 劼 273－5390

麦 生 田 東

自治会名

上 神 殿

中 神 殿

下神殿１区

下神殿２区

下神殿３区

下神殿４区

桑 畑

野 田

寺 脇

朝 日 ヶ 丘

立 野

妙円寺1･4区

妙円寺２区

妙円寺３区

妙円寺５区

妙円寺６区

妙円寺７区

山下 修一

自治会長名

小倉 篤郎

古園 善次

福永 耕作

有島 助一

山田 耕三

東 功

重留 静

今村幸太郎

野上 政人

橋口 勇

河野 通人

松元 邦弘

田中 輝雄

今村 兼裕

山下穗八郎

池田 英俊

有馬 求

273－9024

電話番号

273－9447

273－2374

273－1347

272－2677

273－1883

273－3492

273－5438

273－0521

273－2028

273－3990

273－4231

273－6366

273－2096

273－6983

272－3795

273－2667

273－1713

妙円寺８区 福留 力 272－2317

妙円寺９区 南之園美由紀 273－3071

つつじヶ丘１区 新原 勝次 273－3374

つつじヶ丘2･3区 大馬 英俊 273－2782

麦 生 田 西 稲田三千年 273－3024

◆日吉地域自治会長（行政嘱託員） 

二 潟

自治会名

山 田

日 新

熊 野

西 郷

日 置 麓

奥 正行

自治会長名

的場 勝

今別府利行

谷山 宏明

加藤 悦郎

福留 重盛

292－2693

電話番号

292－2535

292－2976

292－3886

292－5218

292－4605

◎平成18年度日置市自治会長連絡協議会役員 

会 長

役 職

副 会 長

理 事

藤松 劼

氏 名

団増 満洋

牧内 重光

榊 秀徳

永田 鐵山

馬場 耕一

伊 集 院

所属地域

東 市 来

日 吉

吹 上

東 市 来

山口 徳二

林田 榮次

的場 勝

唐見 政光

満留寿五郎

畠中 貞治

伊 集 院

日 吉

吹 上

監 事

麦 生 田 中

自治会名

平 迫 比 良

草 原

瀬 谷

麓 下

荻

猪 鹿 倉

郡 下

山 田

南 区

西 本 町

浜 田 後

元 湯

諏 訪

高須 眞一

岡山 繁

東 市 来

日 吉

◆吹上地域自治会長（行政嘱託員） 

西 本 町

自治会名

東 本 町

坂 元

多 宝 寺

ふ も と

小 牧

満留寿五郎

自治会長名

原田 昌作

竹内 正信

黒川 勝美

池上 成年

牧野 勇

296－2028

電話番号

296－2635

296－4751

296－3723

296－3718

296－4787

北 湯 之 元

南 湯 之 元

緑 ヶ 丘

窪 田

宮 坂

上 中 之 里

下村 俊治

田原 嘉治

中村 節子

宇都 廣己

団田 修

山下 勁一

296－5177

296－4067

296－2235

296－6350

296－4095

296－6258

下 中 之 里

南 宮 内

東 宮 内

西 宮 内

中 津

亀 原

山下 正成

鳥越満寿夫

竹之内 稔

飛田 尚文

野入 弘良

井上 克己

296－5072

296－2238

296－3627

296－3127

296－4526

296－3881

花 熟 里

小 野 浜

小 野 馬 場

小 野

下 田 尻

中 田 尻

原口 三善

岩元 巖

田畑 則雄

坂上 晃一

下村 盛義

堂園 孝一

296－5123

296－6578

296－2466

296－5405

296－5953

296－4633

上 田 尻 井之上作次 296－5155

芋 野

自治会名

野 首

下 与 倉

藤 元

赤 仁 田

上 与 倉

佐野 俊

自治会長名

野元 秀文

山口 克佳

四元 久美

窪田 茂

黒葛 秋男

296－5760

電話番号

296－3940

296－3671

296－5483

296－6062

296－6054

田 之 尻

永 野

竜 之 瀬

平 鹿 倉

今 木 場

日 添

中馬 三志

地頭所正征

馬籠 君夫

馬籠 敦男

遠矢 静夫

脇田 篤美

296－6193

296－4179

296－5175

296－3870

296－6020

296－6036

観 音 河 内

苙 口

瀬 谷

助 代

上 和 田

中 和 田

井上ミツ子

四元 幸喜

榊 秀徳

前野 登

下野 勝芳

軸屋 孝志

296－5077

296－2687

296－2684

296－2728

296－5265

296－2784

下 和 田

苙 岡

入 来

西 原

入 来 浜

今 田

永田 耕司

牧 勝雄

内村 文弘

中村清一郎

宮本 哲哉

山下 昭夫

296－3103

296－6321

296－4230

296－2399

296－2031

296－4070

小 永 吉 横山 貞雄 296－5297

原 園

自治会名

上 草 田

中 草 田

下 草 田

浜 田 中

浜 田 後

安藤 道也

自治会長名

徳満 平吉

草木迫 繁

畠中 達男

諏訪原 勉

畠中 貞治

297－2014

電話番号

297－2837

299－3654

299－3550

299－3256

299－3123

天 昌 寺

川 久 保

永吉中和田

新 川 原

榎 下

永吉ふもと

久保ゑみ子

恒吉 英治

堂脇 照孝

大寺 徳康

佐土原伸也

上谷 満

297－2366

297－2514

299－3509

297－2347

297－2953

299－3445

梅 里 下

梅 里

七 呂

印 口

鍋 谷

松 下

胸元 光盛

上谷 勉

山之内秀行

川口 博

山口 操

井前 利行

299－3431

297－2735

297－2758

299－3333

299－3428

299－3314

坊 野 下

坊 野 上

高 田

柱 野

山 手

田 代 野

坊野 良一

能勢 節美

高田 正光

有馬 克己

有馬 弘

山口 和徳

297－2319

299－3131

297－2640

299－3142

299－3153

297－2402

帆 之 港

自治会名

八 幡

柿 の 谷

諏 訪

草 見

笠 ヶ 野

星原 質

自治会長名

山口 義光

久保 勲一

岡山 繁

松元 純市

笠野 邦彦

292－2247

電話番号

292－3230

292－2483

292－4556

292－4203

292－2786

毘 沙 門

自治会名

草 原

北 区

中 区

南 区

扇 尾

古垣 哲廊

自治会長名

牧内 重光

鳩野 學

春成 道夫

唐見 政光

上田平重夫

292－4613

電話番号

292－2436

292－2054

292－2749

292－2717

292－2368

行政とのパイプ役として、１年間よろしくお願いします。
住みよい地域づくりのためには、市民の皆さんの協力が必要です。自治会活動への積極的な参加を

お願いいたします。

本市の高齢者の現状は、平成18年７月１日現在、14,645人で市全
体の27.64％となっています。
このような状況の中で、高齢者ができる限り住み慣れた家庭や地

域の中で、健康で生きがいを持って暮らしていけるように「すこやか
長寿社会づくり運動」を推進することが大切であり、本市においても、
この運動の浸透・普及を促進するため、今回、平成18年４月１日から
平成20年３月31日まで、伊集院地域の松元徹さんと日吉地域の井上
愛子さんが、鹿児島県知事から「推進協力員」として委嘱されました。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

すこやか
長寿社会
運動推進
協力員の
紹 介

すこやか
長寿社会
運動推進
協力員の
紹 介

日
置
市

松元 徹さん 井上 愛子さん

平成18年度の各地域自治会長をご紹介します！平成18年度の各地域自治会長をご紹介します！



そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
見
入
る

和
紙
ち
ぎ
り
絵
の
愛
好
者
ら

▲
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 ������� �����	
��

東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
優
勝
旗
を
贈
呈

東
京
都
在
住
の
前
田
国
次
さ
ん
が
、
日
置
地
区
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
用
と
し
て
、
同
高
齢
者
ク
ラ
ブ
協
議
会
に

優
勝
旗
を
寄
贈
。
五
月
二
十
六
日
に
長
里
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
置
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
協
議
会
総

会
・
福
祉
大
会
の
席
上
で
、
そ
の
披
露
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。東

市
来
地
域
の
伊
作
田
地
区
出
身
で
関
東
東
市
来
会
の

会
長
を
長
年
努
め
る
前
田
さ
ん
は
、
地
元
に
対
す
る
関
心

が
高
く
、
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
優
勝
旗
が
無
い
こ
と
を
知

り
、
日
置
地
区
の
高
齢
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
増

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

伊
作
田
出
身
の
前
田
国
次
さ
ん

B&Gスイミングクラブ開講式

桑木野自治会「竹炭作り体験」

▲ 竹炭工房で作り方を説明する竹炭作り名人の鮫島さん（左から1人目）

五
月
十
四
日
、
桑
木
野
自
治
会
の

竹
炭
工
房
で
「
竹
炭
作
り
体
験
」
が

行
わ
れ
、
鹿
児
島
市
な
ど
か
ら
二
十

一
家
族
二
十
四
人
が
参
加
し
、
竹
炭

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
元
の
竹
炭
作
り
名

人
か
ら
作
り
方
の
説
明
を
受
け
、
竹

を
炭
に
し
や
す
い
大
き
さ
に
四
つ
に

割
っ
て
か
ら
、
窯
入
れ
か
ら
火
入
れ

ま
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
は
竹
と
ん
ぼ
作
り
に
も
挑
戦
。

竹
の
厚
み
や
羽
の
向
き
な
ど
を
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
、
世
界
で
一
つ
の
竹

と
ん
ぼ
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
体
験
企
画
は
、
桑
木
野
自
治

会
と
し
て
初
め
て
取
り
組
ん
だ
も
の

で
、
昼
食
は
全
て
「
桑
木
野
産
」
に

こ
だ
わ
り
、
湧
き
水
で
炊
い
た
お
米

の
お
に
ぎ
り
や
ワ
ラ
ビ
、
竹
の
子
の

煮
し
め
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
竹
炭
づ
く
り
の
貴

重
な
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」、「
地

元
の
方
の
素
朴
な
人
柄
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
新
鮮
な
空
気
の
も
と

で
竹
炭
作
り
体
験
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
」
な
ど
。
後
日
、
焼
成
後
に

届
け
ら
れ
る
竹
炭
を
楽
し
み
に
、
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 竹とんぼ作りを教える
自治会長の桑木野さん

講
師
認
定
者
の
特
別
出
展
作
品

▲

自然を生かした都市交流
田舎の良さをPR！

30年の集大成

和紙ちぎり絵の力作がずらり！

稲
の
生
長
が
楽
し
み
！

田
之
湯
自
治
会
の
田
植
え

六
月
十
八
日
、
田
之
湯
自
治
会
が
、
昔
な
が
ら
の
手
植

え
で
の
田
植
え
を
同
地
区
の
水
田
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
同
自
治
会
の
青
壮
年
部
、
子
ど
も
会
、

福
寿
会
が
中
心
と
な
り
、
平
成
十
三
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
田
植
え
、
か
か
し
作
り
、
稲
刈
り
、
餅

つ
き
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
収
穫

の
喜
び
を
体
験
す
る
も
の
で
す
。

最
初
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
だ
っ
た
参
加
者
も
、
経
験
者

に
教
え
て
も
ら
う
と
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
上
手
に
植

え
付
け
て
い
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
毎
年
参
加
し
て
い
る
湯
田
小
六
年
の
宝
来

政
志
君
は
「
足
が
痛
く
な
っ
た
け
ど
、
自
分
た
ち
が
育
て

た
米
で
作
っ
た
餅
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
稲
の

生
長
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
さ

し

ほ
う

ら
い

めだかスイマー、オリンピックを目指せ！

五
月
十
三
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
開
講
式
が
あ
り
、
日
置
市
内
外
の

小
・
中
学
生
二
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
前
期
（
五
月

十
六
日
〜
九
月
一
日
）
と
後
期
（
十

月
十
七
日
〜
二
月
九
日
）
に
分
か
れ
、

小
学
低
学
年
は
主
に
水
慣
れ
、
ク
ロ
ー

ル
泳
法
、
高
学
年
・
中
学
生
は
ク
ロ
ー

ル
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ

イ
の
泳
法
を
子
ど
も
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
習
得
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
団
体

行
動
で
の
規
律
も
学
ば
せ
、
心
身
と

も
に
健
全
な
青
少
年
の
育
成
も
図
っ

て
い
ま
す
。
橋
口
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
長
が｢

水
泳
の
技
術
を
学
ぶ

こ
と
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
友

達
と
仲
良
く
楽
し
く
学
ん
で
く
だ
さ

い｣

と
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も
た
ち
は
、

久
し
ぶ
り
の
プ
ー
ル
で
水
中

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。

写真右）“水慣れ”を楽しむ小学低学年生

写真下）インストラクターによる
泳法指導

六
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
３

日
間
、
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
全
国
和
紙
ち
ぎ
り
絵
さ
つ
ま
合

同
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
日
置
市
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
会

場
に
展
示
さ
れ
た
力
作
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
二
年
ぶ
り
に

鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
和

紙
ち
ぎ
り
絵
創
立
三
十
周
年
の
集
大

成
と
な
る
展
示
と
全
国
和
紙
ち
ぎ
り

絵
サ
ー
ク
ル
の
講
師
認
定
者
十
二
人

の
す
ば
ら
し
い
特
別
作
品
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

竹割りにも挑戦

▲
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茶
の
葉
香
る
中
、生
産
加
工
技
術
競
う

日
置
市
荒
茶
品
評
会

お
父
さ
ん
、牛
乳
飲
ん
で
健
康
に

「
父
の
日
に
は
牛
乳
を
贈
ろ
う
！
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う
！
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
た
め
、
六
月
十
四
日
、
県
酪

青
壮
年
部
と
県
酪
農
業
協
同
組
合
の
関
係

者
が
市
役
所
を
訪
れ
、
牛
乳
や
乳
製
品
を

贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
六
月
十
八
日
の
「
父
の
日
」

に
牛
乳
や
乳
製
品
を
贈
り
、
日
頃
の
感
謝

と
牛
乳
を
飲
ん
で
健
康
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

宮
路
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安

全
な
牛
乳
の
生
産
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
県
酪
青
壮
年
部
女
性
部
員

と
お
い
し
い
牛
乳
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
、東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
現
代
国
際
巨
匠
絵
画
展
に

作
品
を
展
示
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
画
家

ク
ロ
ー
ド
・
ム
リ
エ
さ
ん
が
、五
月
二

十
六
日
、宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。ム
リ
エ
さ
ん
は
、絵
画
展
の

記
念
と
し
て
南
仏
の
風
景
画
を
市
に

寄
贈
。「
鹿
児
島
は
緑
が
多
く
て
ほ
っ

と
す
る
」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ム
リ
エ
さ
ん
は
同
日
、
福

祉
施
設
「
み
ど
り
の
里
」
を
訪
れ
、

入
所
者
と
共
同
で
水
彩
画
を
描
い
た

り
、
絵
画
を
趣
味
に
し
て
い
る
人
の

作
品
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

六
月
二
十
日
、
お
茶
畑
に
囲
ま
れ

た
飯
牟
礼
小
学
校
（
三
宅
哲
朗
校
長
、

児
童
六
十
九
人
）
で
お
茶
づ
く
り
体

験
が
あ
り
、
全
校
児
童
が
茶
摘
み
か

ら
乾
燥
ま
で
の
一
連
の
製
茶
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
場
産
業

で
も
あ
る
茶
産
業
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
は
飯
牟
礼
幼
稚
園
の
園
児
や

今
年
七
月
で
二
年
間
の
任
期
を
終
え

て
帰
国
す
る
伊
集
院
地
域
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

マ
リ
ア
・
デ
メ
ト
リ
ウ
さ
ん
も
参
加
。

一
緒
に
お
茶
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し

た
。

二
十
年
以
上
も
前
か
ら
講
師
を
務

め
て
い
る
飯
牟
礼
簡
易
郵
便
局
長
の

榎
園
正
義
さ
ん
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
作
業
を
丁
寧
に
指
導
。「
子
ど
も

た
ち
に
飯
牟
礼
特
産
の
お
茶
を
少
し

で
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
簡
易
郵

便
局
隣
に
あ
る
榎
園
さ
ん
所
有
の
茶

畑
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

児
童
は
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、汗
だ
く
に
な
っ
て
作
業
。摘
ん
だ

茶
葉
を
蒸
し
、手
も
み
し
た
後
、大
釜

に
入
れ
て
煎
る
と
辺
り
は
香
ば
し
い

香
り
が
漂
い
ま
し
た
。す
べ
て
の
作

業
を
終
え
た
児
童
は
、給
食
時
間
に
、

で
き
た
て
の
お
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

▲ 蒸した茶葉を手もみする児童

▲ 飯牟礼幼稚園の園児も参加しました

▲ 大釜で茶葉を煎ります

▲ 飯牟礼簡易郵便局の榎園正義さ
ん。お茶への理解を深めてもら
おうと20年以上講師を務めて
います。

飯牟礼お茶づくり体験

地場産業を体験
郷土への関心深める郷土への関心深める

地場産業を体験
郷土への関心深める

日
置
市
茶
業
振
興
会
主

催
の
荒
茶
品
評
会
が
五
月

二
十
四
日
、
さ
つ
ま
日
置

農
協
茶
加
工
施
設
で
行
わ

れ
、
生
産
者
の
部
で
山
崎

ト
シ
子
さ
ん
（
東
市
来
・

梅
木
）、
加
工
者
の
部
で

新
村
幸
一
郎
さ
ん
（
東
市

来
・
田
代
西
）
が
一
位
に

な
り
ま
し
た
。
品
評
会
で
は
、
生
産
者
の
部
に
二
十
八
人
、
加
工
者
の
部
に
二

十
五
人
が
出
品
。
県
日
置
農
業
改
良
セ
ン
タ
ー
や
県
経
済
連
茶
事
業
部
、
Ｊ
Ａ

さ
つ
ま
日
置
の
担
当
者
が
、
外
観
や
香
り
、
味
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

ち

ち

ち

ち

ち

ち

ち

ち

日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
生
誕
五

百
年
を
記
念
し
、
水
上
バ
イ
ク
で
そ

の
足
跡
を
た
ど
る
航
海
を
続
け
る
ス

ペ
イ
ン
人
冒
険
家
ア
ル
バ
ロ
・
デ
・

マ
リ
チ
ャ
ー
ラ
さ
ん
が
六
月
十
三
日
、

宮
路
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

マ
リ
チ
ャ
ー
ラ
さ
ん
は
ザ
ビ
エ
ル

一
族
の
子
孫
。「
日
本
へ
の
扉
を
開

い
た
ザ
ビ
エ
ル
は
私
の
ヒ
ー
ロ
ー
。

鹿
児
島
で
多
く
の
人
と
交
流
で
き
る

の
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
日
、
マ
リ
チ
ャ
ー
ラ
さ
ん
は
、

ザ
ビ
エ
ル
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
訪
問
。

十
四
日
ま
で
滞
在
し
、
ゴ
ー
ル
地
点

で
あ
る
東
京
を
目
指
し
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ド
・
ム
リ
エ
画
伯

表
敬
訪
問

ザ
ビ
エ
ル
子
孫

表
敬
訪
問

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝

チ
ェ
ス
ト
館
四
周
年
記
念
大
感
謝
祭

平
成
十
四
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

地
元
生
産
者
自
慢
の
新
鮮
野
菜
や
加

工
品
を
販
売
し
て
い
る
都
市
農
村
交

流
施
設
チ
ェ
ス
ト
館
が
今
年
で
四
周

年
を
迎
え
、
六
月
十
七
日
、
四
周
年

記
念
大
感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な

り
ま
し
た
が
、
開
店
前
か
ら
長
い
行

列
が
で
き
、
開
店
と
同
時
に
多
く
の

人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

開
店
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
宮
路
市

長
が
あ
い
さ
つ
。
会
場
に
は
野
外
特

設
ス
テ
ー
ジ
も
設
置
さ
れ
、
五
ツ
太

鼓
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
ジ
ミ
ー
入
枝
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
卵
の
つ
か
み
ど
り
大
会
、

手
打
ち
そ
ば
実
演
販
売
、
お
楽
し
み

大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は

終
日
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

▲ 多くの人でにぎわう会場▲ 市長のあいさつ▲ 五ツ太鼓の披露

▲ たまご（ゴルフボール）のつかみどり

！

鹿
児
島
の
観
光
や
特
産
品
を
関
西

に
向
け
て
売
り
込
も
う
と
六
月
四
日
、

大
阪
市
で
第
三
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ

ン
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
関
西
在
住
の

鹿
児
島
県
出
身
者
ら
約
一
万
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

日
置
市
か
ら
は
、
伊
集
院
ま
ん
じ
ゅ

う
、
芋
焼
酎
、
お
茶
な
ど
五
事
業
所

が
出
展
し
、
懐
か
し
い
味
を
買
い
求

め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
西
伊
集
院
会
の
会
員

も
出
展
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
員
と
し
て

参
加
す
る
な
ど
、
地
元
産
品
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
開
催
は
、
平
成
二
十
年
で
す
。

関
西
か
ご
し
ま

フ
ァ
ン
デ
ー
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▲ 優勝した日吉排球チーム

親
子
で
知
恵
を
出
し
合
い

ふ
れ
あ
い
深
め
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

日
新
小「
日
曜
参
観
」

日 置 小
体験学習

六
月
二
十
五
日
（
日
）、
日
新
小

学
校
で
、
日
曜
参
観
が
開
催
さ
れ
授

業
参
観
と
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

一
校
時
に
教
科
の
授
業
参
観
、
二

校
時
に
は
「
心
の
教
育
の
日
」
と
し

て
全
学
年
一
斉
の
道
徳
の
授
業
参
観

が
あ
り
、
保
護
者
と
地
域
の
方
と
一

緒
に
心
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

授
業
参
観
の
後
は
、
親
子
ふ
れ
あ

い
活
動
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、「
校
訓

『
日
に
新
し
く
日
に
進
む
』
は
ど
こ

か
ら
と
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。」「
学

校
内
に
は
梅
の
木
が
何
本
あ
る
で
し
ょ

う
か
。」「
我
が
家
の
自
慢
、
い
い
と

こ
ろ
を
一
つ
書
い
て
く
だ
さ
い
。」「
２

０
０
６
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
出
場
国
の
数
は
。」

な
ど
、
学
校
の
歴

史
や
施
設
の
こ
と
、

家
庭
や
時
事
問
題

な
ど
を
、
親
子
で
知
恵
を
出
し
協
力

し
合
い
な
が
ら
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

汗
い
っ
ぱ
い
か
き
な
が
ら
難
問
奇
問

に
取
り
組
み
、
親
子
の
絆
が
よ
り
一

層
深
ま
っ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

河 川
愛 護草

原
自
治
会（
作
業
中
）

▲

中
区
自
治
会（
作
業
終
え
て
ホ
ッ
と
一
息
）

▲

ボランティアで河川清掃
草原自治会・中区自治会

身近な自然空間である河川を大切に、きれい
にする気運を高めるとともに、良好な河川環境
の保全・創出を図ることを目的とした河川愛護
期間（５月７日から６月 25日）に、住吉地区
を流れる大川を６月17日析草原自治会の約50
人が、翌日の 18日隻には吉利地区を流れる森
護川を中区自治会の約 40人が、それぞれ約２
時間ボランティアで草や竹などを伐採し、河川
清掃を行いました。

六
月
二
十
三
日
（
金
）、
扇
尾
地

区
の
上
田
平
重
夫
さ
ん
所
有
の
緑
竹

園
に
て
、
日
置
小
学
校
六
年
生
二
十

六
人
が
、
日
吉
地
域
の
特
産
品
で
平

成
十
七
年
度
に
続
い
て
今
年
も
か
ご

し
ま
農
林
水
産
物
認
証
を
受
け
た
「
日

吉
緑
竹
」
の
収
穫
と
初
出
荷
式
を
体

験
し
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
日
吉
町
緑
竹
会
会

長
の
鳩
野
哲
盛
さ
ん
が
、
竹
の
子
の

王
様
と
も
呼
ば
れ
る
「
緑
竹
」
栽
培

に
取
組
ん
だ
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
説

明
、
日
吉
緑
竹
栽
培
農
家
で
最
も
広

い
作
付
面
積
を
持
つ
上
田
平
重
夫
さ

ん
か
ら
、
緑
竹
の
選
定
や
掘
り
方
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説

明
を
受
け
た
児
童
は
、
班
ご
と
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
緑
竹
会
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
収
穫
体
験
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
緑
竹
は
、
上
田
平
さ
ん
の

作
業
場
で
出
荷
規
格
に
合
う
よ
う
に

長
さ
や
重
さ
に
注
意
し
な
が
ら
き
れ

い
に
切
り
口
を
揃
え
、
一
箱
に
四
㌔

㌘
以
上
に
な
る
よ
う
て
い
ね
い
に
箱

詰
め
を
行
い
ま
し
た
。

箱
詰
め
の
作
業
を
終
え
た
児
童
ら

は
、
江
口
漁
業
協
同
組
合
日
吉
支
所

で
行
わ
れ
た
今
年
最
初
の
出
荷
式
に

参
加
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
、

東

昌
徹
く
ん
と
下
原

李
奈
さ
ん
か

ら
「
か
ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
」

の
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
日
吉
緑
竹
の

初
荷
が
運
搬
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
さ
ん

へ
手
渡
さ
れ
、
高
級
食
材
と
し
て
関

東
・
中
京
方
面
の
ホ
テ
ル
や
料
亭
へ

向
け
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

日
吉
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主

催
に
よ
る
第
二
十
八
回
日
吉
町
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
吉
地
域
内
の
各
自
治
会
の
代
表

チ
ー
ム
（
日
新
Ａ
・
日
新
Ｂ
・
中
区
・

南
区
）
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
（
あ
す
な

ろ
・
住
吉
・
小
正
・
日
吉
排
球
・
お

ん
じ
ょ
ず
・
ビ
ィ
ー
ナ
ス
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
）
の
全
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

各
チ
ー
ム
優
勝
を
目
指
し
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

日
吉
排
球
チ
ー
ム

準
優
勝

住
吉
チ
ー
ム

第
三
位

日
新
Ａ
チ
ー
ム

ビ
ィ
ー
ナ
ス
チ
ー
ム

地元特産品『日吉緑竹』の

収穫と初出荷式を体験！

リョク チク

日
吉
地
域 

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

山
も
海
も
笑
顔
で
歓
迎

吹
上
地
域
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

郷
土
、
吹
上
の
よ
さ
を
知
ろ
う
と

六
月
九
日
、
吹
上
中
の
二
年
生
が
塩

た
き
体
験
を
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
は
、
五
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
渚
の
あ
ま
塩
館
」
に
併
設
さ

れ
た
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
は
、
木
炭
の
熱
さ
を
忘
れ
て
、

素
焼
き
の
器
を
混
ぜ
る
ほ
ど
に
浮
き

上
が
る
塩
づ
く
り
に
、
無
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

水
防
訓
練
・
防
災
訓
練

市
民
も
訓
練
に
初
参
加

梅
雨
入
り
を
前
に
、
災
害
発
生
を
想
定
し
た
水
防
訓
練
と
防
災
訓
練

が
六
月
四
日
、
永
吉
地
区
公
民
館
広
場
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

堤
防
決
壊
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
水
防
訓
練
に
は
、
吹
上
方
面
団
の
消

防
団
員
が
参
加
。「
月
の
輪
」
や
「
シ
ー
ト
張
り
」
な
ど
、
手
近
な
資

材
で
水
害
を
防
ぐ
工
法
を
学
び
、
て
き
ぱ
き
作
業
し
ま
し
た
。

「
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
」。
臨
時
の
防
災
無
線

放
送
で
始
ま
っ
た
防
災
訓
練
で
は
、
永
吉
ふ
も
と
自
治
会
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
村
長
の
家
」
の
利
用
者
な
ど
四
十
人
が
緊
急
避
難
。
消
防
車

か
ら
も
避
難
指
示
が
叫
ば
れ
る
緊
迫
し
た
空
気
の
中
、
消
防
団
員
の
誘

導
で
整
然
と
避
難
し
て
い
き
ま
し
た
。

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
き
ま
す
。
豪
雨
、
台
風
、
地
震
。
日

ご
ろ
の
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
。

吹
上
温
泉
春
祭
り
で
実
施
さ
れ
た

「
ミ
ス
日
置
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
が
六
月
十
八
日
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

作
品
は
県
内
の
写
真
愛
好
家
が
撮

影
し
た
力
作
ぞ
ろ
い
で
「
選
考
は
難

航
し
た
」
と
温
泉
組
合
関
係
者
。

四
作
品
で
受
賞
し
た
松
永
健
太
郎

さ
ん
（
曽
於
市
）
は
「
吹
上
温
泉
の

風
情
と
ミ
ス
日
置
の
魅
力
を
表
現
す

る
の
に
苦
労
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

作
品
は
市
内
各
所
を
巡
回
の
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
吹
上
温
泉
組
合
（
二

九
六
―
二
〇
二
〇
）
ま
で
。

吹上温泉
フォト
コンテスト

温
泉
風
情
を
写
し
込
む

永
吉
ふ
れ
あ
い
会
（
胸
元
光
盛
会

長
）
が
二
年
前
か
ら
養
殖
し
て
い
る

ド
ジ
ョ
ウ
の
試
食
会
が
六
月
二
十
七

日
、
お
も
い
で
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
食
は
、
十
五

ほ
ど
の
ド
ジ
ョ

ウ
を
甘
露
煮
し
、
手
打
ち
そ
ば
に
の

せ
た
「
ド
ジ
ョ
ウ
そ
ば
（
仮
称
）」。

参
加
し
た
会
員
ら
は
「
思
っ
た
ほ

ど
癖
が
な
い
」「
脂
が
の
っ
て
お
い

し
い
」
と
初
試
食
を
評
価
。

会
で
は
お
も
い
で
館
の
夏
限
定
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
検
討
中
。
お
問
い
合

わ
せ
は
お
も
い
で
館
（
二
九
九
―
三

四
二
〇
）
へ
。

ドジョウ
料理試食

や
ま
ん
か
ん
の
名
物
に

伊
作
小「
か
め
さ
ん
祭
り
」

ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
の
は
私
た
ち

伊
作
小
学
校
で
六
月
三
十
日
、「
か
め
さ
ん
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
祭
り
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
を
通
し
て
自
然
環
境
保
護
に
つ
い
て
学

ぼ
う
と
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
卵
を
産
み
付
け
る
深
さ
は
何

で
し
ょ
う
か
」「
ウ
ミ
ガ
メ
は
何
年

前
か
ら
生
息
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」。
祭
り
は
四
年
生
が
出
題
す
る

ウ
ミ
ガ
メ
ク
イ
ズ
で
始
ま
り
ま
し
た
。
児
童
は
、
三
択
の
解
答
に
思
い

思
い
に
走
っ
て
は
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に
、
顔
や
腕
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
た
り
、
カ
メ
の
お
面

を
か
ぶ
っ
た
り
。
そ
し
て
大
う
ち
わ
に
プ
ラ
カ
ー
ド
。
児
童
は
そ
れ
ら

に
思
い
を
込
め
て
本
町
通
り
を
練
り
歩
き
、「
ウ
ミ
ガ
メ
が
住
む
海
を

汚
さ
な
い
で
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
の
六
月
、
大
阪
市
の
中
学
生
が
修
学
旅
行
で
吹
上
地
域
に
民
泊
。
山
村
、

農
村
、
漁
村
の
暮
ら
し
を
味
わ
う
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
は
、
地
域
を
動
か
す

力
を
秘
め
て
い
ま
す
。 

▲ なにもかも初体験の２日間。各所でこんな笑顔がはじけました

民
泊
の
修
学
旅
行
で
来
訪
し
た
の

は
、
大
阪
市
今
市
中
学
校
三
年
生
。

旅
行
社
と
南
薩
摩
体
験
民
泊
受
入
事

務
局
が
主
体
と
な
っ
て
、
南
さ
つ
ま

市
（
笠
沙
、
加
世
田
な
ど
）
と
吹
上

地
域
で
実
施
。
吹
上
で
は
十
三
家
庭

が
三
十
四
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
、
対
面
式
を
終
え
た

生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
入
家
庭
へ
…

の
は
ず
が
、
海
へ
、
田
へ
、
畑
へ
。

ト
ラ
ク
タ
ー
に
試
乗
し
た
生
徒
は
「
め
っ

ち
ゃ
お
も
ろ
か
っ
た
」
と
興
奮
気
味
。

大
自
然
に
解
放
さ
れ
肌
着
で
吹
上
浜

に
飛
び
込
ん
だ
生
徒
も
。

翌
朝
、
ど
の
家
で
も
寸
暇
を
惜
し

む
よ
う
に
早
朝
か
ら
体
験
。
棚
田
で

の
田
植
や
、
ア
ジ
釣
り
、
ア

ス
パ
ラ
収
穫
な
ど
、「
蛇
を

見
た
こ
と
が
な
い
」
生
徒
に

は
、
全
て
が
輝
い
て
見
え
た

よ
う
で
す
。

昼
食
は
各
家
庭
持
ち
寄
り
の
地
元

食
材
を
使
っ
て
、
公
民
館
の
調
理
室

で
一
緒
に
調
理
。
黒
豚
の
豚
汁
や
ア

ス
パ
ラ
サ
ラ
ダ
、
ア
ジ
の
フ
ラ
イ
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

わ
ず
か
二
日
で
し
た
が
、
鹿
児
島

弁
と
大
阪
弁
の
飾
ら
な
い
交
流
は
大

き
な
足
跡
を
刻
み
ま
し
た
。

ま
た
、
十
八
日
に
は
上
与
倉
の
棚

田
で
日
帰
り
の
田
植
体
験
ツ
ア
ー
。

自
治
会
あ
げ
て
の
素
朴
な
も
て
な
し

と
体
験
に
、
参
加
者
は
「
ぜ
ひ
次
回

も
来
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

農
村
に
は
私
た
ち
が
気
付
か
な
い

魅
力
が
豊
富
に
あ
る
よ
う
で
す
。

田
の
感
触
が
心
地
よ
い
田
植
え

（
上
与
倉
田
植
体
験
ツ
ア
ー
）

▲

歓
迎
の
た
め
に
次
々
訪
れ
る
人
々
。

こ
ん
な
こ
と
も
大
阪
で
は
未
経
験

▲

戦
国
時
代
の
山
城
で
鹿
児
島
県
指

定
文
化
財
の
「
亀
丸
城
」
で
六
月
二

十
二
日
、
伐
採
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
作
業
は
、
日
新
公
顕

彰
会
の
活
動
に
賛
同
し
た
建
設
業
者

が
同
会
と
共
同
で
行
っ
た
も
の
。

伊
作
島
津
氏
の
要
だ
っ
た
山
城
は
、

伐
採
作
業
も
難
所
が
多
数
。
し
か
し
、

高
い
枝
も
重
機
を
使
っ
て
軽
々
と
切

り
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

や
が
て
、
戦
国
の
往
時
を
偲
ば
せ

る
山
城
特
有
の
空
堀
が
姿
を
現
す
と
、

参
加
者
は
し
ば
し
そ
の
風
情
に
ひ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

亀
丸
城
を
散
髪

できたぞ!!
マイソルト 史跡伐採

ボランティア

塩たき
体 験

か
ら

ぼ
り



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

小
田

苗
季

明

宮
坂

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

西
瀬
戸
美
優

豊

駅
前

西
田

光
江

忠
正

向
湯
田

丸
峯

虹
星

裕
一

高
塚
西

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

谷
山

雄
紀

重
治

並
松

大
瀧

幸
来

哲
宏

前
屋
敷

曽
山

広
翔

康
春

毘
沙
門

伊
集
院

歩

裕
幸

枦
木

前
畑
晃
史
郎

吉
史

山
田
下

大
牟
田
紗
愛

和
宏

内
門

日
吉
地
域 

����� �����	
��

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

榎

利
則

84

新
橋

軸
屋

数
雄

71

柿
の
谷

中
園

秀

89

冷
水

中
野
ミ
ツ
エ

92

寺
下

春
成

才

90

諏
訪

本
田

競

83

植
木

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

日
添
ユ
キ
エ

83

苙
岡

原
園

ミ
子

96

佑
心
会

長
谷

美
知

86

東
宮
内

松
下

玉
子

88

苙
岡

栫

重
雄

80

中
草
田

川
越

徹
男

86

小
野
馬
場

谷
村
ト
ミ
子

89

上
田
尻

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

梅
木

滉
太

秀
久

下
神
殿
１
区

本
村

剛

良
信

郡
下

下

佳
嗣
朗

幸
一
郎

中
川

有
木

美
波

健
作

恋
之
原
東

園
田

結
菜

真
史

妙
円
寺
３
区

東
福

淳
平

弘
行

郡
下

竹
本

彩
乃

尚
己

清
藤

上
之
薗
空
花

浩
憲

平
古

鈴
木

勇
慶

勇
一

下
神
殿
３
区

稲
留

彩
花

公
作

清
藤

前
田

瑚
心

勉

川
畑

上
村

風
輝

林
太
郎

猪
鹿
倉

小
川

杏

友
輔

徳
重
東

坂
田

龍
志

道
郎

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区

望
月
優
季
花

守

郡
下

池
上

睦
実

博
文

上
之
馬
場

西
田

亘
毅

拓
矢

妙
円
寺
３
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

新
山

渡

68

下
土
橋

新
田

ハ
ル

94

飯
牟
礼
下

園
田
美
智
子

76

飯
牟
礼
下

山
下

善
已

76

妙
円
寺
７
区

岩
下

ユ
キ

85

末
永

浜
武
タ
ミ
子

83

徳
重
東

有
島
マ
サ
子

66

上
神
殿
下

横
手

イ
ク

88

寺
脇

安
樂

子

92

平
古

吉
留
余
旨
子

83

末
永

谷
山
利
智
子

73

郡
下

若
松
ハ
ル
エ

80

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区

永
吉

キ
サ

79

上
神
殿
下

山
口

正
年

73

妙
円
寺
６
区

東
條

清
重

61

竹
之
山

大
迫

顯
光

79

郡
下

久
保
野
嘉
吉

91

つ
つ
じ
ヶ
丘
２
・
３
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

松
尾

サ
ワ

98

丸
牧

南
郷

一

91

中
央

福
田

一

95

北
山

前
田

キ
ミ

89

江
口

上
口

弘
己

66

美
山
下
南

荻

國
義

89

田
代
東

上
口

ユ
キ

90

美
山
下
南

内
田
キ
ヨ
子

82

皆
田
東

稲
毛

ア
ヤ

92

堀
内

吉
田

文
雄

78

川
北

じ
ゅ
ん
ぺ
い

り
ゅ
う
じ

け
い

し

ろ
う

こ
う

た

あ
や

の

あ
や

か

ふ
う

き

む
つ

み

そ
ら

は

こ
う

き

み
つ

え

ひ
ろ

と

ゆ
う

き

つ
よ
し

き
ょ
う

ゆ

な

ゆ

き

か

こ

こ

み

ゆ

み

な
み

６
月
受
付
分（
敬
称
略
）

６
月
受
付
分（
敬
称
略
）

み
つ

き

おからのサラダ 

⑧ 

【材　料（4人分）】  
・おから・・・・・・・・・・・・・・120g

・きゅうり・・・・・・・・・・・・・40g

・にんじん・・・・・・・・・・・・・40g

・ハム・・・・・・・・・・・・・・・・・40g

・玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・40g

マヨネーズ・・・・・大さじ３

酢・・・・・・・・・・・大さじ２

・レタス・・・・・・・・・・・・・・・40g

・ミントの葉・・・・・・・・・・・適量

【作り方】  

① ハム、きゅうり、にんじんは細切
りにする。（にんじんは下ゆでして
おく）

② 玉ねぎは薄切りにし、塩もみして
水気をしぼる。

③ おからに調味料を入れて混ぜ、①、
②の野菜を加えて混ぜる。

④ 器にレタスをしき、③を盛り、ミ
ントの葉を飾る。

子育て支援ハンドブック日置市版できました！
妊娠・出産・育児のガイド本として活用

1
2

ゆ
う
け
い

平成 18年４月の介護保険法改正により、介護支援専門員に対し全国統一の介護支援専門員登録番
号が付番されました。新しい登録番号は県介護保険課ホームページ「介護支援専門員関係」→「検索
シート」で検索することができますので、ご確認ください。
なお、今回の制度改正に伴い、介護支援専門員として就業する場合、5年ごとに介護支援専門員証

の更新手続きを必要とすることとなりました。有効期限等に関する情報はホームページ「介護支援専
門員関係」→「お知らせ」で掲載しております。
※更新の手続きや介護支援専門員証の交付申請、登録事項（氏名・住所）変更届等につきましては、
手続き方法等が決定次第、県介護保険課ホームページに掲載する予定です。
■問い合わせ 
〒890－8577 鹿児島県鹿児島市鴨池新町10－１
鹿児島県保健福祉部介護保険課 地域ケア・介護予防係
（電 話）099（286）2694 （FAX）099（286）5552

■介護保険課ホームページアドレス 
http://www.pref.kagoshima.jp/home/kaikokuka/index.html
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市では、育児に携わる保護者のために、より子育てをしやすく、楽しめるように。また、子育

てにより何らかの不安や悩みの解決に役立つよう、今年度から「子育て支援ハンドブック」と「父

子手帖」を、母子健康手帳交付時等に配付しています。

子育てに関する疑問や悩みなどがある場合は、本庁健康保険課健康増進係までご相談ください。

子育て支援ハンドブック育て支援ハンドブック子育て支援ハンドブック育て支援ハンドブック子育て支援ハンドブック 父 子 手 帖父 手 帖父 子 手 帖父 手 帖父 子 手 帖

子どもとともに健やかに過ごし
てほしいという願いを込めて作成
しました。
妊娠から出産・育児の期間にお

けるさまざまなサービス（健診・
予防接種・経済的支援・教室・サー
クル・相談サービス・保育・医療機関等）の紹介をし
ています。市の育児情報を知りたい時にご活用くださ
い。

お父さんになる方のための手帖
です。
男性の方にも育児のおもしろさ・
楽しさを知ってもらうため、妊娠・
出産・育児について分かりやすく
書いてあります。
父親の育児は、父親自身の人生の充実になるととも

に、その家庭や子どもの幸せにもつながります。「お
父さん読本」としてご活用ください。

就学前児童の保護者に対して「子育てでの不安感や負担感について」の調査結果
（日置市子育て支援計画より抜粋）

非常に不安や負担を感じる

何となく不安や負担を感じる

あまり不安や負担を感じない

全く感じない

何ともいえない

未記入

調査数

回 答 数

50人

429人

315人

45人

157人

56人

1,052人

構成比

4.8％

40.8％

29.9％

4.3％

14.9％

5.3％

100.0％

4.8％5.3％

40.8％

29.9％

14.9％

4.3％

非常に不安や負担を感じる
あまり不安や負担を感じない
何ともいえない

何となく不安や負担を感じる
全く感じない
未記入

調
味
料

介護支援専門員のみなさんへ 

『介護支援専門員証』の更新手続きが必要です！ 
お 知 
ら せ 

ゆ

ら

ひ

な
あ
ゆ
む

こ
う

し

ろ
う
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シリーズ⑭

ひと いきいき

子
ど
も
の
不
登
校
や
児
童
虐
待
な
ど
の
児
童
問
題
に
医
療
・
福
祉
関
係
者

や
行
政
関
係
者
、
地
域
住
民
な
ど
幅
広
い
人
々
と
共
に
活
動
す
る
児
童
委

員
。
主
任
児
童
委
員
を
務
め
る
堂
園
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
学
校
訪
問
や
家

庭
訪
問
な
ど
で
た
く
さ
ん
の
児
童
と
接
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
の
パ
イ
プ

役
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
育
て
を
放
棄
す
る
親
が
増
え
て
い
る
現
代
社

会
。「
子
ど
も
が
親
と
過
ご
せ
る
時
間
は
す
ご
く
少
な
い
。
そ
の
少
な
い
時

間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

今
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
舞
台
発
表
「
子
ど
も
劇
場
」
や
音
楽
鑑
賞
な

ど
で
児
童
と
触
れ
合
う
活
動
に
取
り
組
む
。「
子
ど
も
は
感
性
が
豊
か
。
触

れ
合
う
中
で
見
せ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
励
み
に
な
る
」
と
活
動

へ
の
苦
労
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

本
職
は
訪
問
看
護
婦
。
そ
の
他
に
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委
員
会
事

業
部
長
、
か
ら
い
も
交
流
実
行
委
員
会
事
務
局
長
な
ど
を
務
め
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
人
と
交
流
す
る
機
会
が
多
く
「
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
よ
り
現
場
の
方
が
い

い
で
す
ね
」
と
笑
顔
が
絶
え
な
い
堂
園
さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人
と
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
親
身
に
な
っ
て
取
り
組
む
活
動
が
地
域
貢
献
に
繋
が
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
っ
て

い
き
た
い
」
堂
園
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
目
指
せ
、ソ
ロ
パ
ー
ト
』 

伊
作
田
小
学
校
六
年
　
　
東
福
す
み
れ 

さ
ん 

島津立久の墓地跡（東市来地域） 

日吉町吉利 

と

う

ふ

く

 

　年を重ねても心が豊かに生活できる趣味
を持ちたいと思い、友達づくりも兼ねて公民
館講座で「水墨画」を始めて6年が経ちます。
水墨画は、黒（墨）一色でいろんな表現をす
るのがとても難しい反面、物などを見る目（観
察力）が養われるなど、習い始めてすごく良かっ
たと思っています。すばらしい講師や教室の
仲間に恵まれ、講座に通うのがとても楽しみで、
毎年4月に開催する作品展に向けて自分の思いを絵に
表現できるよう作品づくりに励みたいと思います。 

蜂須賀　タツ子　（73歳） さ
ん 

「水墨画」 

14

たつ　ひさ 堂園かずよ
どう ぞの

さ
ん［48歳］ 

●平成8年まで勤務していた病院を退職後、訪問看護
婦として活躍。平成13年から主任児童委員を務め、
現在では日置市民生委員・児童委員協議会主任児童
委員部会の副部長も務めています。また、平成14
年からマレーシア交流実行委員会の事業部長を務め
るなど幅広く活動しています。 

吹上町中原　（西本町自治会） 東市来文化交流センターの道路をはさんだ反対側
の竜雲寺跡に、島津本家10代当主立久の墓があり
ます。立久は内政にも外交にも優れた業績を残した
人物で、本人の遺言で東市来に葬られました。
立久は永享４年（1432）に９代当主忠国の次男と

して生まれました。父の忠国は、文明２年（1470）
に死ぬまで守護でしたが、立久は長禄３年（1459）
年から実質的に守護の役目をしていたようです。
寛正３年（1462）に市来氏７代当主久家（東市来

と市来一帯を支配）が、島津本家に対して反乱を起
こしました。立久は市来氏の本拠地市来鶴丸城を攻め、
市来氏は撤退、市来は本家が直接治めるようになり
ます。立久はこの年の11月に市来に竜雲寺を建立し、
しばしば訪れたと伝えられています。
立久は応仁の乱（1467）にも直接戦闘には加わら

ず、対立していた日向の伊東氏と和平し、対外的に
は平穏を保ちました。また、琉球や李朝朝鮮との貿
易を盛んにしました。
立久は文明６年（1474）年４月１日に43歳で死

去、その遺言により遺体は竜雲寺に葬られました。
立久の墓は、昭和３年（1928）に島津家によって

鹿児島市の福昌寺墓地に改葬されたため、現在は墓
石を納めていた祠が残っています。

〈引用参考文献〉 

『東市来町誌』 

本庁から 
　　車で20分 

東市来支所から 
　　東へ車で3分 

Access

【東市来地域ALT】 
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ヴ ィ ヴ ィ ア ン ・ チ ャ ン  

皆さん、こんにちは！私は東市来地域のALT（＝外国語指導助手）のVivian Chan〔ヴィヴィアン・
チャン〕です。出身はカナダです。東市来に住んでもうすぐ２年になります。東市来は本当に素晴らしい
町だと思います。美山にある陶器の歴史や美しく作られた焼物、江口浜の素敵な景色も初めてみた時はびっ
くりしました。しかし、私にとって一番心に残ったことはいつも笑顔で、
親切に挨拶をしてくれる市民の皆さんです。二年間という短い期間だっ
たけど、東市来でたくさんの親切な方々と会えて本当に嬉しく、子ども
達がいつも元気な姿で私とコミュニケーションしてもらえたことも忘れ
ないです。
もうすぐ帰国の日が近づいてきます。この二年間に、いろいろ習い勉

強しました。日本の文化や言葉も、最初に日本に来た時よりよく分かる
ようになりました。自分も一人暮らしの生活に慣れて、本当に良かった
と思います。
日本と別れることはさみしいですが、カナダに帰ってからまた家族と

一緒に暮らしながら、自分の好きな仕事を探したいと思います。
二年間お世話になり、どうもありがとうございました。

私
は
、
五
才
か
ら
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
エ
と
言
え
ば
、「
白
鳥
の
湖
」
を
代
表
す
る

よ
う
に
、
見
た
目
は
華
麗
で
優
雅
な
踊
り
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
踊
る
側
に
と
っ
て
は
、
体
力
を
必
要
と
し
、

厳
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
二
時
間
半
あ
る
レ
ッ
ス

ン
で
は
、
長
い
時
間
、「
バ
ー
レ
ッ
ス
ン
」
と
い
う
基
礎
練

習
を
し
て
、
筋
力
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
高
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ゥ
シ
ュ
ー
ズ
を
は
い
て
長
時
間
踊
る
と
、
足
の

ま
め
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
立
つ
の
も
歩
く
の
も
難
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
辛
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で

は
、
他
の
小
学
校
に
も
バ
レ
エ
の
友
だ
ち
が
増
え
て
、
互

い
に
自
分
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

友
だ
ち
同
士
で
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨
く
こ
と
が
、
上
達
の
早

道
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
、
厳
し
い
練
習
に
も
進
ん
で

取
り
組
み
、
舞
台
で
一
人
で
踊
る
「
夢
の
ソ
ロ
パ
ー
ト
」

を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

ほこら




